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【目 的 】

　西 洋 ワ サ ビ 培 養細 胞 ベ ル オ キ シ ダ ーゼ 遺 伝子 の プ ロ モ ー
タ

ー解 折

　 （阪 大 ・工 ・醸 酵 ＞
O
岡 田 尚 輔 、 佐 藤 慎

一、松 局蘆 人 、 中 原宏、

　　新 名 惇 彦 、 高 野 光男

臨 床検 査 、 酵 素 免 疫 法に 汎 用 さ れ て い る 西洋 ワ サ ビ （Armoracia　rusticana ）

由来 の ベ ル オ キ シ ダ ーゼ は 糖 タ ン パ ク質 で あ り、 植 物 体 あ る い は 培．餐 細胞 に お い て多 くの

ア イ ソ ザ イ ム の 存 在 が 知 られ て い る が、 そ の 多 様 性 の 意 義 や 生 理的機 能 に つ い て は明か で

は な い 。 そ こ で 西 洋 ワ サ ビ ・ ベ ル オ キ シ ダ ーゼ の 遺 伝子 構 造 と発 現 制御機 構 の 解 明を 目的

と し て 本 研究 を 行 っ ta。

【方 法 及 び 結 果 】　 ベ ル ォキシ ダ ーゼ 高 産 生 西 洋 ワ サ ビ 培 養 細胞 cDNA ラ イブ ラ リ ーよ り得

ら れ た 中 性 ア イソ ザ イ ム cDNA 厘 血 を ブ ロ ーブ と し て 西 洋 ワ サ ビ 培 養細 胞染 色体 DNAラ イ

ブ ラ リ ーよ り新 teに 麒 ， 雌 を 含 む 5 種 の ア イソ ザ イム 遺伝 子 を 単 離 し、 そ の 塩基配

列 を 決定 し た 。 　 こ れ ら瞳 wC　l ， ⊆2 ， 墜 各 遺 伝 子 に 特 異 的 な
’
プ ロ

ープ で ノ ーザ ン ブ U ッ ト

法 と ス ロ ッ トプ ロ ッ ト法 を 用 い te解概 よ り、 培 養 細胞 で 各 遺 俵子 と も 転 写 量 が 最 も多 い 事

が 判 明 し た。　 ま 距 雌 は植 物 体 の 葉、茎 、根 部 で 、 uex　C2 は 茎 、 根 部 で 、 ま た 哩

は 根 部 で の み 転 写 産 物 が 認 め ら れ、 組織 特異 的 な 発 現 制 御 を 受 け て い る と考 え ら れ る。

　 こ の 様 な ア イ ソ ザ イ ム 遺 伝子 の 発 現 制御 機 構 を解析 す る taめ、 各 遺 伝子 の 5 ’

非翻訳領

域 の 下 流 に β
一glucuronidase （GUS）

’
XX
．
伝子 を 連結 し た プ ラ ス ミ ドを 作 成 し 、 こ れ ら の 融合

遺 伝子 が 機 能 す る か 否 か に つ い て エ レ ク ト ロ ポ レ ーシ ョ ン 法 を 用 い 、 タ バ コ 培 養 細胞 BY2

プ ロ トブ ラ ス トIZお け る
一

過 性 の 発 現 を 調 べ た 。

「
そ の 結果曲 ，彑， 銘 ， 鑢

・GUS融合遺伝

子 は CaMV35S プ ロ te　一タ v − −GUS遺伝 子 と 同 程 度 も し くは そ れ 以 上 の 発 現 を し め し た。
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